
 

 

 

 

 

 

 

 

  今年も夏休みの行事の一環としてドライブに 

出かけました！！🚙グループをいくつかに分け、 

マクドナルドのドライブスルーで好きなおやつを

選んで買って食べました。子どもたちは事前に買う物を選んでいましたが、お店に着くと「やっぱりこれ

にしようかな～」「あれも食べたいな💦」と悩む場面もありました。マクドナルドのメニューは子ども達

に大人気です。おやつはとても美味しく、あっという間になくなってしまいました（笑） 

まだまだ暑い日が続きますが、子どもたち・スタッフ共に暑さに負けずに頑張っていこうと思います。 

【支援スタッフ 本山弦樹】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活訓練をしている中学部・高等部の子を対象 

 にチャレンジクッキングを実施しました。    

   今回のメニューはパスタです。スーパーで材料を 

買って、調理や片付けも自分たちで取り組みました。一緒に活動するメンバーで話し合って買う物を決

め、パスタソースはレトルトの物を選びました。調理は皆で協力して取り組むことができ、ミートソー

スやたらこ、ペペロンチーノ、カルボナーラなど様々な味付けのパスタが完成しました。麺の茹で加減

もちょうど良く、お腹がいっぱいになるまで食べることができて、大満足のクッキングでした。 

今後も、チャレンジクッキングだけでなく、今後の生活に役立てられ、子どもたちが楽しく参加できる

ような活動を企画していきたいと思います。 

【支援スタッフ 江角香苗】 
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社会資源体験外出（ドライブ） 

チャレンジクッキング 



                        ８月７日（金）、２グループの遊戯室にてサマー 

                       スイーツ祭りを開催しました。 

                       シュワシュワサイダーフルーツポンチ＆あま～い綿 

                       あめ作り体験の二つを行いました。 

シュワシュワサイダーフルーツポンチはサイダーの中にラムネを入れ噴射させました！！完成したフル

ーツポンチには好きなアイスクリームもトッピングして、みんなに大好評でした。 

綿あめ作り体験は、屋台にあるような綿あめ機で挑戦！！これが思っていた以上に難しく．．．なかなか

フワフワの綿あめを作るのに苦戦していた大人を横目に、子どもたちはとっても上手にフワフワの綿あ

めを作りあげていました。自分で作った綿あめは最高に美味しかったことと思います。 

なかなか外に出掛ける事が難しい状況ではありましたが、暑さに負けず、いつもより少～し短い夏休み

を思う存分楽しむことができました。 

                     【副主任支援課スタッフ 嘉本真希】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ８月に閉店される光ショップに行ってきました。勤務               

                      当初から夏休みにお世話になっていたお店でもあり、行 

けることが最後になってしまうと思うと色々と思い出が 

よみがえり寂しく感じました。一緒に行った子どもたち 

の中には「今年で終わるの？なんで終わるの？」と名残惜しそうにしている子もいました。 

お店では美味しいクリームソーダやケーキ、ワッフル等を頼みました。７グループに分けてお店に行き

ましたが、どの子も食べたいメニューを頼んで会食を楽しむことができていたと思います。 

今年はコロナウイルスの影響もあり、お店に行く際はマスクや消毒をするようにしています。夏休みも

例年に比べると短く、外出したくても思うように出かける事ができませんでした。子どもたちはいつも

の夏休みに比べ物足りなかったと思います。来年こそは行事や外出を増やし充実した夏休みになれば良

いなと思います。 

【副主任支援スタッフ 山本龍一】 

 

 

 

 

サマースイーツ祭り 

お楽しみ喫茶 



                      今年も厳しい暑さでしたが、買い物体験やドライブ等、 

                     色々な活動を計画し、毎日楽しい夏休みを過ごしました。 

暑さに負けず、汗をいっぱいかきながらお友だちと元気に 

遊ぶ子どもたちでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【療育スタッフ 佐藤真衣】 

 

                      ぽこぽこの夏休みでは色々な楽しい活動を計画しみな 

                     がら、毎日元気に楽しく夏を過ごしました。今年の夏は 

                     とても暑く、猛暑も続きましたがリフレッシュし休息も 

                     取り入れながらステキな夏の思い出ができました♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一緒に色んな活動をする事でお友だちへの意識が芽生え、友だちが頑張っている姿を応援したり、「一

緒にしよう」など関わって遊ぶ楽しさを味わいながら共に過ごすことができました！ 

                          【療育スタッフ 藤原紗裕美】 

 

放課後等デイサービス 

第１ 

買い物体験ではオレンジベーカリーへパンの購入に出掛け

ました。沢山パンが並べてあり、どれにしようか迷う子ども

たちでしたが、事前に練習をした事で、好きなパンを選びお

金のやりとりもとっても上手に行うことが出来ました。 

放課後等デイサービス 

第２ 

畑で大切に育てていたスイカが出来ました！ 

みんなも驚きでお友だちと喜び合いながら収穫

し美味しいスイカをいただきました。 

お買い物訓練で、オレンジベーカリーにパンを買い

にいきました。日頃の練習の成果を発揮し、お金の

やりとりをがんばりました☆ 

お楽しみ会では、空き缶積みや魚釣り、スーパーボー

ル掬いにチャレンジ！繰り返す度に掬うコツを掴み、

名人の様に上達しました♪ 

 
スーパーボールすくいや氷遊びをしました。暑さを忘れる

くらい夢中になって遊びました！冷たくて気持ちいい～♪ 

 

 

 

 

 

 

 

佐田方面や多伎方面にドライブに出掛けました。海や山の自

然をたくさん感じることが出来、のびのびと楽しみました。

大きな牛にびっくりの子どもたち！ 

 

涼しさを求め、海辺や川辺へ行きました！立久恵峡の橋では揺れ

を感じながら「たのしい～、ちょっとこわいよ～」とドキドキワ

クワクしながらみんなで橋を渡りました♪ 



 

 

 

夏の暑さに負けず、笑顔いっぱい、元気いっぱいの子どもたち。たくさん遊んで、いっぱい食べて、そ

してしっかりと休息を取りながら、暑い夏を元気に過ごすことができました。ぽこぽこで大切にしてい

ることは「楽しむ」こと！これからも、子どもたちが「楽しい！」「やってみよう」「チャレンジしたらで

きた！」「また頑張ってみよう」と心が動くような…そんな療育活動を提供していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

日々の様々な体験を通してまた１つ成長したことどもたち。その成長を間近で見られることはスタッ

フによって喜びであり、元気の源になっています。 

【副主任療育スタッフ 山根由紀子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※掲載しました氏名・写真につきましては、本人・家族に承諾を得ています。 

 

児童発達支援センター ぽこぽこ 

お楽しみのプールタ

イム！！ 

深い場所はハラハラ

＆ドキドキ 

大はしゃぎの子ども

たちでした♪ 

車に乗ってお出掛けをしました。 

農林高校の動物広場へ行き、色々な動物と

触れ合いました。自動販売機でジュース購

入体験もしました☆ 

保護者の方より 

・お菓子やジュースをいただきました。 

・大きなケースをたくさん 

いただきました。 

ありがとうございました。 

編集後記 

夏休みが終わりました。例年より短い夏休みで

したが、子どもたちはどの活動も楽しく参加し

ていました。何より、怪我や事故等なく元気に

過ごす事ができてホッとしています。 

少しずつ暑さが和らいで来ましたが、 

寒暖差もありますので、体調に気を 

つけて過ごしていきたいと思います。 

広報委員 水師、森脇、清水、江角 


